
領域 富田林市 平均正答率(%)

小学校 中学校 話すこと・聞くこと 70.3　(72.6)

富田林市 大阪府 全国 富田林市 大阪府 全国 書くこと 22.8　(26.7)

国語 66 66 67.2 国語 67 68 69.8 読むこと 68.1　(71.2)

算数 64 62 62.5 数学 50 50 51 言語の特徴・使い方 71.5　(71.2)

英語 43 45 45.6

※英語は「話すこと」以外 領域 富田林市 平均正答率(%)

小学校 中学校 数と計算 68.5　(67.3)

富田林市 大阪府 全国 富田林市 大阪府 全国 図形 50.6　(48.2)

国語 4.0 5.1 4.8 国語 4.5 5.2 4.6 変化と関係 72.3　(70.9)

算数 2.1 3.5 3.4 数学 9.1 11.0 9.6 データの活用 65.1　(65.5)

英語 5.2 6.4 5.7

※英語は「話すこと」以外 領域 富田林市 平均正答率(%)

話すこと・聞くこと 79.7　(82.2)

書くこと 60.5　(63.2)

読むこと 62.3　(63.7)

言語の特徴・使い方 65.2　(67.5)

領域 富田林市 平均正答率(%)

数と式 62.8　(63.0)

図形 32.9　(33.2)

関数 50.4　(51.2)

データの活用 44.5　(48.5)

領域 富田林市 平均正答率(%)

聞くこと 55.6　(58.4)

読むこと 46.5　(51.2)

話すこと(発表・やりとり） 15.1(14.5)  5.1(4.2)

書くこと 23.4　(23.4)
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各教科の状況
※（　　）内の数値は全国平均

通過率　：全国学力・学習状況調査において全国平均正答率70％以上の問題について当該問題における本市の平均正答率が70％以上を通過とし、当該

　　　　　問題のうち、何問通過しているかを割合で表したもの。 　※みんなができてる問題をどれだけできているのかを見るのが通過率です。

○・・・全国平均を顕著に上回った内容　　　△・・・全国平均を顕著に下回った内容　　　　　　　　　※〔　　〕内は問題番号

（１）調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課

題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等役立てる。さらに、そのよ

うな取組みを通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

（２）対象学年

〈小学校第６学年 市内１６校 ８０８人〉〈中学校第３学年 市内８校 ６９７人〉

小学校国語･･･３つの領域で全国を下回る。

○学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う。〔１三（１）ウ〕

△目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見つける。〔２二〕

→読む目的に応じて複数の資料から必要な情報を見付けて、それらの関係を考える上で、文章や図表などで繰り返し

使われている語句や似たような意味をもつ語句に着目させる活動が重要である。

小学校算数･･･全ての領域で全国を上回る【通過率１００％達成】

○台形の意味や性質について理解している。〔２（１）〕

△示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラフを読み、見いだした違いを言葉と数を用いて記述する。

〔４（３）〕

→本設問と同種の設問を用いて、グラフを比べる活動が考えられる。その際、グラフ内の部分と全体、グラフ間の同

じところや違うところなど、着目する視点を明確しながら行う活動が重要である。

中学校国語･･･全ての領域で全国を下回る。

○文章の中心的な部分と付加的な部分について叙述を基に捉え、要旨を把握する。〔２三〕

△具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。〔３三〕

→具体と抽象の意味や関係を、語句の意味や自分の伝えようとする情報と結び付けて考えることができるようにする

ための活動が重要である。

中学校数学････全ての領域で全国を下回る。【通過率１００％達成】

○反比例の意味を理解している。〔４〕

△四分位範囲の意味を理解している。〔７（１）〕

→複数の集団のデータに着目し、その傾向を比較して読み取る活動を通して、四分位範囲の必要性と意味を理解でき

るよう指導することが大切である。

中学校英語･･･話すことは全国を上回る。書くことは全国と同等。聞くこと、読むことは全国を下

回る。【通過率１００％達成】

○日常的な話題に関して聞いたことについて、考えとその理由を述べ合う。〔話すこと １（４）〕

△情報を正確に読み取る。〔５（１）〕

→短い文章から正確に情報を読み取るには、既習の語や文法事項等を活用して、主語や動詞など意味のまとまりを捉

えながら、書かれている情報を読み取っていくことが重要である。

（３）調査内容

①教科に関する調査

・小学校【国語・算数】 中学校【国語・数学・英語】

②質問紙調査（児童生徒に対する調査、学校に対する調査）

（４）実施日 令和５年４月１８日（火）

※中学校英語「話すこと」に関する調査 令和５年４月１８日（火）～５月２６日（金）

【今年度調査の特徴】

※今年度の教科に関する調査は、国語、算数、数学に加えて中学校で英語を3年ぶりに

実施。「話すこと」に関する調査については、ICT端末を用い、Webにて実施。

※児童生徒質問紙調査もオンライン実施。

※平成３１年度より知識・活用を一体的に問う調査問題に変更

令和２年度は、学力調査未実施のため、同一集団での経年変化を示すことができま

せん。かわりに中１・中２時の大阪府中学生チャレンジテスト結果を用いて、同一

集団における対府比での経年変化を掲載しております。
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